別添２　交付申請額の積算根拠（数量確保タイプ用）

対象品目：

　対象出荷期間：　　　月　　日　～　　　月　　日　

１　積算根拠

	項目
	算定結果

	Ａ（円）（２の算出基礎の交付金額の合計欄から転記する。）
	

	事業実施計画書に記載された事業実施主体者による積立金の額又は交付申請書提出時までの最も少ない積立額のいずれか少ない額（円）　Ｂ
	

	交付金額（円）（Ａ又はＢのいずれか少ない額）
	


２　１の算出基礎

（次のア及びイ並びにＡは、事業実施計画書の別添２に記載した内容を記載すること。）

　　ア　取引予定価格：　　　円/kg

　　イ　購入限度価額：　　　円/kg

　　ウ　指標価額（局長通知別表２から転記）：　　　円/kg

	Ａ

申込

数量

（kg）
	月
	旬
	Ｂ

旬別充当数量

（kg）
	Ｃ

交付対象

取引数量

（kg）
	Ｄ
調達価格

（円/kg）
	Ｅ
数量確保価格

（Ｄ又はイのいずれか少ない額）
	Ｆ
交付金単価

（（Ｅ-ア）×0.9）

（円/kg）
	Ｇ
交付金額

（Ｃ×Ｆ÷２）

（円）

	
	
	上旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	中旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	下旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	上旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	中旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	下旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	上旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	中旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	下旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	上旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	中旬
	
	
	
	
	
	

	
	
	下旬
	
	
	
	
	
	

	合計
	-
	-
	
	
	
	
	
	


注１　Ｂは、３のＩから転記することとし、発動旬（平均取引価額が指標価額を上回った旬）のみ記載すること。

注２　Ｃの旬別の数量は、Ｂの合計がＡ以下の場合は、Ｂから転記すること。Ｂの合計がＡを上回る場合は、算式（Ｂ÷Ｂの合計×Ａ）によることとし、Ｃの合計がＡと同じ数量になるよう、小数点以下の端数を調整し、整数にすること。

注３　Ｄは、書式３-Ｃの４の単価から転記すること。

３　２の旬別充当数量の算出基礎

	月
	旬
	Ａ

出荷数量

（kg）
	Ｂ

旬別出荷

計画数量

（kg）
	Ｃ

契約出荷

数量

（Ａ又はＢのいずれか少ない数量）
	Ｄ

旬別仕入

計画数量

（kg）
	Ｅ

仕入先

生産者からの仕入数量

（kg）
	Ｆ

仕入先生産者以外からの国産品仕入数量

（kg）
	Ｇ

調達数量

（Ｄ-Ｅ）又はＦのいずれか少ない数量
	Ｈ

調達割合

（Ｇ÷（Ｅ+Ｆ））
	Ｉ

旬別充当数量

（Ｃ×Ｈ）

	
	上旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	中旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	下旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	上旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	中旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	下旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	上旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	中旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	下旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	上旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	中旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	下旬
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	-
	
	
	
	
	
	
	
	
	


注１　Ａは、書式３-Ｂから転記すること。

注２　Ｂ及びＤは、事業実施計画書の別添２に記載した内容を記載すること。

注３　Ｅ及びＦは、書式３-Ｃから転記すること。

４　添付資料　　書式３-Ｂ及び書式３-Ｃ

書式３-Ｂ（数量確保タイプの出荷数量の明細）

１　販売実績集計表（実需者等への販売実績）

実需者等名：

	月
	旬
	Ａ

製品の出荷数量

（kg）
	Ｂ

Ａのうち対象品目のみ（加工品は加工後）の重量（kg）
	≪参考≫

Ｂの配合比率

（Ｂ÷Ａ）
	Ｃ　出荷数量

（Ｂへの加工を行う前の原体重量）（kg）
	≪参考≫

Ｃの歩留

（Ｂ÷Ｃ）
	単価

（円/Kg）
	販売額
（円）

	
	上旬
	
	
	
	
	
	
	

	
	中旬
	
	
	
	
	
	
	

	
	下旬
	
	
	
	
	
	
	

	
	上旬
	
	
	
	
	
	
	

	
	中旬
	
	
	
	
	
	
	

	
	下旬
	
	
	
	
	
	
	

	
	上旬
	
	
	
	
	
	
	

	
	中旬
	
	
	
	
	
	
	

	
	下旬
	
	
	
	
	
	
	

	対象出荷期間計
	
	
	
	
	
	
	
	


注１　対象契約に係る実需者等別に作成すること。また、出荷数量の算出根拠となる資料・データを添付すること。
注２　Ｂは、他の野菜とのパッキング等により、Ａが対象品目の原体重量と異なる場合は、Ａに占める対象品目のみの重量を記載すること。それ以外の場合は、Ａの重量を転記すること。

注３　Ｃは、カット等の加工により、Ｂが対象品目の原体重量と異なる場合は、加工を行う前の原体重量を記載すること。それ以外の場合は、Ｂの重量を転記すること。

２　旬別集計表

	月
	旬
	実需者等名
	出荷数量
（kg）

	
	上旬
	
	

	
	旬計
	
	

	
	中旬
	
	

	
	旬計
	
	

	
	下旬
	
	

	
	旬計
	
	

	
	上旬
	
	

	
	旬計
	
	

	
	中旬
	
	

	
	旬計
	
	

	
	下旬
	
	

	
	旬計
	
	

	
	上旬
	
	

	
	旬計
	
	

	
	中旬
	
	

	
	旬計
	
	

	
	下旬
	
	

	
	旬計
	
	

	対象出荷期間計
	
	
	


注１　１の作成後、旬ごとに、実需者等の旬計を転記したうえで集計すること。
注２　出荷数量は、１のＣの欄から転記すること。

書式３-Ｃ（数量確保タイプの仕入実績の明細）

１　仕入実績集計表（仕入先生産者からの仕入実績）

仕入先生産者名：

合意した仕入計画数量：　　　kg
合意した取引予定価格：　　　円/kg
（仕入計画書（書式２-Ａ）から転記する。）

	月日
	Ａ
仕入数量
（kg）
	Ｂ
仕入数量の累計
（kg）
	Ｃ
仕入額
（円）
	Ｄ
（Ｃ÷Ａ）
単価
（円/kg）
	Ｅ
計画
超過分
（kg）

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	①旬計
	
	
	
	
	

	②旬計（Ｅ分除く）
	
	
	
	
	

	③旬計（Ｅ分）
	
	
	
	
	

	④　②旬計の期間計
	
	
	
	
	

	⑤　③旬計の期間計
	
	
	
	
	


注１　Ａは、事業実施計画書の仕入計画書（書式２-Ａ）に係る仕入先生産者ごとに記載すること。また、仕入数量の算出根拠となる資料・データを添付すること。
注２　Ｂは、Ａに係る対象出荷期間の累計を記載すること。

注３　Ｅは、Ｂが合意した仕入計画数量を上回り、かつ、Ｄが合意した取引予定価格を上回る場合に、仕入計画数量を上回って仕入れた数量を記載すること。

注４　②旬計（Ｅ分除く）の欄は、①旬計のうち、Ｅを除外したうえでＡ、Ｃ及びＤの欄を記載すること。

注５　③旬計（Ｅ分）の欄は、①旬計のうち、Ｅに関するものに限りＡ、Ｃ、Ｄ及びＥの欄を記載すること。

２　仕入実績集計表（１以外の国産品仕入用（輸入品を除く。））

仕入先の名称：

	月
	旬
	仕入数量
（kg）
	仕入額
（円）
	単価
（円/kg）

	
	上旬
	
	
	

	
	中旬
	
	
	

	
	下旬
	
	
	

	
	上旬
	
	
	

	
	中旬
	
	
	

	
	下旬
	
	
	

	
	上旬
	
	
	

	
	中旬
	
	
	

	
	下旬
	
	
	

	対象出荷期間計
	
	
	
	


注　事業実施計画書の仕入計画書（書式２－Ａ）により仕入れた対象品目を対象契約の相手方以外にも出荷とした場合は、１に記載したもの以外のすべての国産品に係る仕入先ごとに記載し、仕入計画書（書式２－Ａ）により仕入れた対象品目を対象契約の相手方にのみ出荷とした場合は、対象契約に係る実需者等への出荷のうち、１に記載したもの以外のすべての国産品の仕入に関する値を記載すること。
３　旬別集計表（仕入先生産者用）

	月
	旬
	仕入先生産者名
	仕入数量
（kg）
	仕入額
（円）
	単価
（円/kg）

	
	上旬
	　
	　
	　
	　

	
	旬計
	　
	　
	　
	　

	
	中旬
	　
	　
	　
	　

	
	旬計
	　
	　
	　
	　

	
	下旬
	　
	　
	　
	　

	
	旬計
	　
	　
	　
	　

	対象出荷期間計
	
	　
	　
	　
	　


注　１の作成後、旬ごとに、１の②旬計（Ｅ分除く）から転記したうえで集計すること。
４　旬別集計表（３以外の国産品仕入用）

	月
	旬
	仕入先の名称
	３以外の国産品仕入数量
（kg）
	仕入額
（円）
	単価

（調達価格）
（円/kg）

	
	上旬
	　
	　
	　
	　

	
	旬計
	　
	　
	　
	　

	
	中旬
	　
	　
	　
	　

	
	旬計
	　
	　
	　
	　

	
	下旬
	　
	　
	　
	　

	
	旬計
	　
	　
	　
	　

	対象出荷期間計
	
	　
	　
	　
	　


注　１及び２の作成後、旬ごとに、１の③旬計（Ｅ分）及び２の仕入数量をそれぞれ転記したうえで集計すること。
